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付属CD-ROMは以下の構成になっています。使い方についての詳細は、アーカイブを展開

して得られるドキュメントなどを参照してください。

インストールに必要なアーカイブファイル

RPMS/i386/ ........................ Vine Linux 2.5 用RPMバイナリパッケージ

SOURCES/ ......................... オリジナルソースおよびパッチ

SRPMS/ .............................. Vine Linux 2.5 用ソースRPM

WINDOWS/ ........................ Windows用バイナリパッケージ

UNTESTED ........................ postgresql-7.2.2関連アーカイブ *1

RPMS/i386/ ........... Vine Linux 2.5 用RPMバイナリパッケージ

SOURCES/ ........... オリジナルソースおよびパッチ

SRPMS/ ................ Vine Linux 2.5 用ソースRPM

plamo/ ................................. Plamo Linux 2.2.5用バイナリパッケージ

pgsql/ .................................. PostgreSQL日本語マニュアル

php/ .................................... PHP日本語マニュアル（EUC_JP）

1/ ........................................ 第１部で使用するサンプルスクリプト

2/ ........................................ 第２部で使用するサンプルスクリプト

3/ ........................................ 第３部で使用するサンプルスクリプト
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付録CD-ROMの

/arc

/docs

/contrib

/samples

本書執筆後にリリースされた
ため、テストされていません。

*1



PHPでは、データベースやイメージ関数のサポートといった機能を有する拡張モジュール

を組み込むことができます。Vine Linux 2.5のRPMパッケージでは拡張モジュールがかな

り組み込まれています *1が、ソースからインストールした人は必要最小限の構成になってい

るので、必要であれば以下の手順で組み込んでください。

拡張モジュールを導入するには、PHPのコンパイル時にオプションとして--with-foo（fooは

拡張モジュール名）や--enable-fooを指定します。具体的なオプションの指定方法については、

PHPのソースディレクトリで./configure --helpを実行して表示される説明をご覧ください。

また、拡張モジュールを独立した動的モジュールとして作成し、PHPの実行時に動的に組

み込むことも可能です。動的モジュールを用いた場合には、PHP本体の実行ファイルサイズ

を肥大させることなく、必要な場合に必要な機能を有するモジュールのみを組み込むことが

できるようになります。以下にその手順を示します。ここでは、PostgreSQLの動的モジュー

ルを作成してみます。なお、PHP4のソースディレクトリ（php-4.2.2）がカレントディレクト

リであることを仮定しています。

# cd ext/pgsql

# phpize

# ./configure --with-pgsql *2

# make

# make EXTENSION_DIR=/usr/local/lib/php/extensions install

これによって動的モジュールpgsql.so が作成され、インストールが行なわれます。このあ

と、設定ファイル（php.ini）に以下のように書き込みます。

extension_dir = "/usr/local/lib/php/extensions/" *3

extension = pgsql.so

また、PHPスクリプトに以下のように書くことで、スクリプト実行時に動的モジュールをロ

ードすることも可能です。

// PostgreSQL拡張機能が未ロードの場合はロードする
if(!extension_loaded('pgsql'))  {

if(!dl('pgsql.so')) {

die ("error!");

}

}
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組み込み方法Appendix- B
PHP拡張モジュールの

RPMパッケージ作成時のコン
パイルオプションは、phpinfo()
で参照できます。

*1

configureがPostgreSQLのイ
ンストール場所を見つけられ
ない場合は、--with-pgsql=
pathで明示的にパスを指定し
てください。

*2

ここで指定したパスは、拡張
モジュールをインストールし
た場所です。違う場所にイン
ストールした場合は、そのパ
スを指定してください。

*3



コミュニティ関連

ƒ日本PHPユーザ会

U http://www.php.gr.jp

日本国内におけるPHPの普及と相互の情報交換を目的として2000年2月に設立された

PHPのユーザ会に関するページ。国際化作業、メーリングリスト、ドキュメントの整備、セ

ミナーの開催などの活動を行なっています。

ƒPHP日本語メーリングリストの過去ログ

U http://ns1.php.gr.jp/mailman/listinfo/php-users

PHPメーリングリストの過去ログを参照可能です。メーリングリストで質問をする際に

は、まず過去ログに同様の質問がないかをかならず確認しましょう。

ƒPHP/PostgreSQL日本語マニュアルの検索

U http://search.net-newbie.com/

ƒPHP本家サイト（英語）

U http://www.php.net/

http://jp.php.net/（国内のミラーサイト）

PHPの開発元であり、PHPの配布ファイルおよびマニュアルなどを入手できます。

ƒZend のページ（英語）

U http://www.zend.com/

PHPのスクリプトエンジンZendの開発元が運営するページです。PHPの機能を向上させ

るZendアドオンを公開しており、チュートリアルや関数リファレンスなどのプログラミン

グに有用な情報も公開されています。
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ƒPHP日本語ページ

U http://www.geocities.jp/rui_hirokawa/php/

本書の執筆陣の一人（廣川）が作成しており、PHP全般に関する情報を公開しています。

ƒ日本PostgreSQLユーザ会

U http://www.postgresql.jp/

日本語マニュアルの閲覧やPostgreSQLメーリングリストの登録、過去ログの参照・検索

などが可能です。

ƒ日本Apacheユーザ会

U http://www.apache.jp/

日本語マニュアルの閲覧やApache-{Users,newbie}メーリングリストの登録、過去ログの

参照・検索などが可能です。
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MySQLは、オープンソースのデータベースとして特に海外で人気があるデータベースで

す。PHP4ではMySQL用モジュールが標準でインストールされ、MySQLサーバにアクセス

することが可能です。MySQL（バージョン3.23.19以降）はGPL（GNU General Public

License）に基づき配布されています *1。

本書では、主にPostgreSQLを対象とした記述を行なっていますが、MySQLを使用した

場合でもほぼ同様の機能を実現可能です。

第2部のサンプルをMySQLで実装した例を付属CD-ROMに収録しましたので参照して

ください（データベースがサポートする機能が異なるため、完全互換ではありません）。

本稿執筆時点での最新版であるMySQL 3.23.51 *2をVine Linux 2.5にインストールし、サ

ンプルコードを実行する手順を以下に示します。

①MySQL配布ファイルの入手

Vine PlusにMySQLのRPMファイル（ソースコードまたはバイナリ）が含まれています。

下記②、③で使用するRPMファイルをダウンロードします *3（MySQL-3.23.51のRPMフ

ァイルを付属CD-ROMに収録してあります）。

②ソースコードのコンパイル（ソースコード版のみ必要）

以下のコマンドを実行します（$はシェルプロンプトを表しています）。

$ rpm --rebuild MySQL-3.23.51-0vl2.src.rpm

これによりMySQLサーバのバイナリRPMアーカイブが作成されます。

③MySQL 実行ファイルのインストール

ルートユーザになり、MySQLのサーバ、クライアント、ライブラリをインストールし

ます。

$ rpm -ivh MySQL-3.23.51-0vl2.i386.rpm

$ rpm -ivh MySQL-shared-3.23.51-0vl2.i386.rpm

$ rpm -ivh MySQL-devel-3.23.51-0vl2.i386.rpm

$ rpm -ivh MySQL-client-3.23.51-0vl2.i386.rpm
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MySQLAppendix- D
PHPと

商用アプリケーション等で非
GPLのライセンスを必要とす
る場合は、商用ライセンスも
用意されています（ht tp : / /
www.mysql.com/から入手可
能）。

*1

本稿執筆時点で新バージョン
のMySQL 4.0.xもβテスト版
が公開されています。

*2

http://vinelinux.org/ から入手
可能です。

*3



④MySQL サーバを起動

MySQLサーバを起動します。

$ /etc/rc.d/init.d/mysql start

⑤管理者用パスワード設定

MySQLのインストール直後は、データベース管理者（root）にパスワードが設定されてい

ないため、パスワード（ここでは"secret"とします）を設定します。

$ mysqladmin -u root password secret

$ mysqladmin reload

⑥MySQL データベースの作成

まず、データベースfooを作成します。

$ mysqladmin -u root -psecret create foo

これでデータベースfooが作成されました。

MySQL サーバにアクセスし、SQL コマンドを対話的に入力するためのコマンドとして

mysqlが用意されています。このコマンドは以下のように使用します。

mysql -u 接続ユーザ名 -pパスワード データベース名

⑦MySQL データベース接続権限の設定

データベースの接続権限を設定するためにシェル環境でmysqlクライアントを起動し、デ

ータベースmysqlに接続します。

$ mysql -u root -psecret mysql

接続が成功すると、以下のプロンプトが現れます。

mysql>

以下のように入力し、Webサーバのユーザ（ここではapacheとします）にデータベース

fooへ接続する権限を与えます *4。

mysql>GRANT ALL PRIVILEGES ON foo.* TO apache@localhost;

mysql>¥q
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ここでは、すべての権限（ALL
PRIVILEGES）を付与してい
ますが、通常はセキュリティ
上の観点から必要な権限のみ
を付与します。

*4



⑧MySQL データベースへデータを入力

サンプルデータ（付属CD-ROMの/examples/mysql に収録）を挿入します。

$ cd /mnt/cdrom/examples/mysql

$ mysql -u root -psecret foo < otenki.sql

⑧PHPからMySQLデータベースへのアクセス

サンプルデータ（付属CD-ROMの/examples/mysqlに収録）をWebサーバから接続可能

なディレクトリへコピーし、ブラウザからアクセスしてみましょう。

以下のような画面が表示されます。
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PHPにおいてイメージ生成ライブラリGDのサポートを有効にすることにより、PNG、

JPEGなどのイメージを動的に生成可能です。また、TrueTypeフォントを使用して文字を

描くこともできます。

これらの機能を使用するには、GDライブラリおよび関連するライブラリをインストール

する必要があります。以下にその手順をまとめます。

ここでは、すべてソースコードからコンパイルするものとして記述を行ないますが、

RedHat系のLinuxではRPMパッケージからインストールすることも可能です。この場合、

各パッケージを rpm -ivh RPMファイル名.rpmでインストールしてください。

ディストリビューションによっては、必要なライブラリ（zlib、libpngなど）がすでにイン

ストールされている場合もあるので、rpm -q zlibなどとして事前にインストールの有無を

確認してください。

なお、本書が対象とするVine Linux 2.5では、以下でインストールするライブラリ（zlib、

libpng、libjpeg、freetype、gd）がすべて標準で含まれています。また、第４部「インストー

ル」に記述されたRPMファイルによりインストールを行なった場合には、デフォルトの状態

でGDイメージ関数が有効となっているので、以下の手順は不要です。

ここでインストールするライブラリは、付属CD-ROMにソースコードを収録してあり

ます。

①zlibのインストール

$ tar xzvf zlib-1.1.4.tar.gz

$ cd zlib-1.1.4

$ ./configure --with-shared

$ make install

②libpngのインストール

$ tar xzvf libpng-1.0.7.tar.gz

$ cd libpng-1.0.7

$ ln -s scripts/makefile.linux Makefile

$ make install

GDAppendix- E
PHPと



③libjpegのインストール

$ tar jpegsrc.v6b.tar.gz

$ cd jpeg-6b

$ ./configure --enable-shared --enable-static

$ make install

④FreeTypeのインストール

GDでTrueTypeフォントを使用する場合は、FreeTypeおよび使用するTrueTypeフォ

ントをインストールします。多くのディストリビューションでは、FreeTypeはすでにイン

ストールされています（Vine-2.5の場合は、freetype-1.3.1とフリーの日本語TrueTypeフォ

ントである東風フォントがインストールされています）。TrueTypeフォントの種類によっ

ては、FreeTypeでは正常に表示されない場合があるので注意してください。

$ tar xzvf freetype-1.3.1.tar.gz

$ cd freetype-1.3.1

$ ./configure --enable-static

$ make install

⑤GDのインストール

古いバージョンのGD（1.3など）がインストールされている場合、PHPのコンパイル時に

GDのバージョンが正しく認識されない場合があります。古いバージョンを削除するか、別

の場所（/usr/localなど）にインストールしてください。

$ tar xzvf gd-1.8.4.tar.gz

$ cd gd-1.8.4

MakefileのCFLAGSおよびLIBSを以下のように書き換えます。

CFLAGS=-O -DHAVE_LIBPNG -DHAVE_JPEG -DHAVE_LIBTTF -DJISX0208

LIBS=-lm -lgd -lpng -lz -lttf
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このあと、コンパイルとインストールを行ないます。

$ make install

⑥PHPのインストール

イメージ関数のサポートを有効にしてPHPを再コンパイルします。

ƒPHP本体に組み込む場合

$ cd php-4.2.2

$ ./configure --with-gd --with-ttf --enable-gd-native-ttf

$ make install

ƒPHP拡張モジュールとして組み込む場合

$ cd php-4.2.2/ext/gd

$ phpize

$ ./configure --with-gd --with-ttf --enable-gd-native-ttf

$ make install

設定ファイルphp.iniに以下の記述を追加します。

extension = gd.so

⑦テスト

<?php phpinfo() ?>と書いたPHPスクリプトを作成し、ブラウザでアクセスして以下

の項目が表示されることを確認してください。

gd Version 1.6(PNG) or later, FreeType support

イメージ関数の使用例については、第３部「3.3 イメージ関数」を参照してください。
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Zend社（Zend Technologies Ltd.）は、PHPのスクリプトエンジンの作者であるAndi

Gutmans氏とZeev Suraski氏により設立された会社です。Zend社は、PHP4のスクリプト

エンジンであるZend Engineを開発し、Zend Engine License Version 2.00 *1のもとで配

布しています。Zend Engine License Version 2.00は、BSDライセンスと同等の規制の緩い

ライセンスで、改変の有無を問わず自由に再配布が可能です。

Zend社は、以下のPHP用の開発ツールや機能強化ツールを開発・販売しています。

ƒZend Studio

WindowsおよびLinuxをサポートするPHP用の統合開発環境です。エディタはHTMLお

よびPHPのコード補完機能を搭載しており、効率的にコーディングを行なうことができま

す。また、リモート/ローカル環境で動作するPHPスクリプト用デバッガを搭載しており、

デバッグを効率的に行なうことが可能です。

ƒZend Accelerator

コンパイル後のPHPスクリプトをメモリ上にキャッシュすることにより、レスポンス時

間を向上します。キャッシュ用メモリの使用効率化を図っており、サイト全体の負荷低減を

図れます。

ƒZend Encoder

PHPソースコードをZend中間コードにエンコードすることにより不可視化します。商用

アプリケーションにおいてソースコードを公開したくない場合に有用です。

ƒZend Optimizer

Zendランタイム・コンパイラにより生成された中間コードを最適化します。これにより、

PHPスクリプトの実行速度の高速化を図ることができます。Zend Optimizerはオープンソ

ースではありませんが無償で使用することができます。

Zend社の製品は、国内の代理店経由で日本語対応版を購入できます。

・Zend社のWebサイト（国内代理店） http://www.zend.co.jp/

・Zend社のWebサイト（英語） http://www.zend.com/
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PHP

PHP-4.2.x/Zend/LICENSEと
してPHP4のソースコードに
含まれています。

*1



PHPのライセンス形態は「PHP License」に基づきます。以下に、PHPアーカイブのファ

イルLICENSEに記述されるPHPライセンスの内容とその抄訳を示します。PHP自体はも

ちろんのこと、本書で使用しているサンプルスクリプトについても、特に断りがないかぎり

はPHPライセンスの条項にしたがうものとします。

ƒPHPライセンス（原文）

The PHP License, version 2.02

Copyright (c) 1999, 2002 The PHP Group. All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without

modification, is permitted provided that the following conditions

are met:

1. Redistributions of source code must retain the above copyright

notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above 

copyright notice, this list of conditions and the following 

disclaimer in the documentation and/or other materials provided

with the distribution.

3. The name "PHP" must not be used to endorse or promote products 

derived from this software without prior permission from the 

PHP Group.  This does not apply to add-on libraries or tools

that work in conjunction with PHP.  In such a case the PHP

name may be used to indicate that the product supports PHP.

4. The PHP Group may publish revised and/or new versions of the

license from time to time. Each version will be given a

distinguishing version number.

Once covered code has been published under a particular version
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of the license, you may always continue to use it under the

terms of that version. You may also choose to use such covered

code under the terms of any subsequent version of the license

published by the PHP Group. No one other than the PHP Group has

the right to modify the terms applicable to covered code created

under this License.

5. Redistributions of any form whatsoever must retain the following

acknowledgment:

"This product includes PHP, freely available from

http://www.php.net/".

6. The software incorporates the Zend Engine, a product of Zend

Technologies, Ltd. ("Zend"). The Zend Engine is licensed to the

PHP Association (pursuant to a grant from Zend that can be

found at http://www.php.net/license/ZendGrant/) for

distribution to you under this license agreement, only as a

part of PHP.  In the event that you separate the Zend Engine

(or any portion thereof) from the rest of the software, or

modify the Zend Engine, or any portion thereof, your use of the

separated or modified Zend Engine software shall not be governed

by this license, and instead shall be governed by the license

set forth at http://www.zend.com/license/ZendLicense/. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE PHP DEVELOPMENT TEAM ``AS IS'' AND 

ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO,

THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 

PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.  IN NO EVENT SHALL THE PHP

DEVELOPMENT TEAM OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, 

INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 

(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 

SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION)

HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT,

STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE)

ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED

OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

--------------------------------------------------------------------------------- 

500



This software consists of voluntary contributions made by many

individuals on behalf of the PHP Group.

The PHP Group can be contacted via Email at group@php.net.

For more information on the PHP Group and the PHP project, 

please see <http://www.php.net>.

ƒPHPライセンス（抄訳）

※本和訳は参考用です。原文のみが法的に有効であることに注意してください。

The PHP License, version 2.02

Copyright (c) 1999, 2002 The PHP Group. All rights reserved.

以下の条件を満たす場合にかぎり、ソースまたはバイナリ形式による再配布およびその使

用を改変の有無によらず許可します。

①ソースコードを再配布する場合は、標記の著作権表記、当該条件一覧および下記の免責条

項をそのままのかたちで付記しなければなりません。

②バイナリ形式で再配布を行なう場合は、標記の著作権通告、当該条件一覧、および下記の

免責条項を、ドキュメントの中または配布物に含まれるそのほかの部分で複製しておかな

ければなりません。

③PHP グループの特別な許可を受けることなく、"PHP"という名称を、当該ソフトウェアか

ら派生する製品の保証や販売促進のために使用してはなりません。この条項は、PHPと結

合して動作するアドオン・ライブラリやツールに関しては適用されません。このような場

合、その製品がPHPをサポートすることを示すために、PHPという名称を使用すること

ができます。

④PHP グループは、今後も引き続いてライセンス条項を改変したり、新しいバージョンの

ライセンス条項を発表したりするかもしれません。各バージョンには識別のためのバージ

ョン番号が与えられます。

対象となるコードがいったん特定のライセンスバージョンのもとで公開された場合、その

バージョンのもとでそのコードを使い続ける場合もあるでしょう。また、そのような対象

コードを、PHPグループにより発表された後続のライセンスバージョンによって使うこと

を選択する場合もあるでしょう。PHPグループ以外のいかなる人も、このライセンスのも

とで生成された対象となるコードに対して適用できる条項を変更する権利はありません。

⑤いかなる形式の再配布においても、次の承認事項を含まなければなりません。
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「この製品にはPHPが使われています。これはhttp://www.php.net/ から取得でき、自由

に使用することができます」

⑥このソフトウェアは、Zend Technologies, Ltd.の製品であるZendエンジンと協調して動

作します。Zendエンジンは、このライセンス条項の元で、PHPの一部分として配布され

る場合のみ、PHP協会（PHP Association）に対してライセンスされています（これは

Zendからの許可に基づきます。この件に関してはhttp://www.php.net/license/

ZendGrant/ に記述があります）。
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